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茶
　
会

静
か
に
流
れ
る
時
間
楽
し
む

世
界
で
最
も
歴
史
あ
る
旅
館

料
理
・
温
泉

乳
白
色
の
万
座
温
泉

温
泉
・
浴
場

創
業

年
以
上
の
老
舗

歴
史
文
化

飛
騨
の
山
並
み
を
一
望

温
泉
・
館
内
設
備

肌
が
喜
ぶ
濁
り
湯
の
宿

温
泉
・
浴
場

こ
だ
わ
り
の
料
理
に
自
信

料
理
・
食
事

空
間
を
分
け
、部
屋
食
を
強
化

接
客
・
サ
ー
ビ
ス
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能
舞
台
「
石
橋
の
間
」
で
開
催
さ
れ
た

七
夕
茶
会

地
消
地
産
に
こ
だ
わ
っ
た
料
理

　
岐
阜
県
下
呂
温
泉
の
飛
騨

川
沿
い
に
建
つ
温
泉
リ
ゾ
ー

ト
旅
館
、
水
明
館
（
瀧
康
洋

社
長
）
。
能
舞
台
や
横
山
大

観
ら
日
本
画
家
の
巨
匠
た
ち

の
作
品
が
飾
ら
れ
た
画
廊
、

情
緒
あ
る
日
本
庭
園
な
ど
風

格
が
感
じ
ら
れ
る
。

　
同
館
で
は
年
に
２
回
、
茶

会
を
開
催
し
て
い
る
。
新
春

の
初
釜
式
や
、
七
夕
、
お
月

見
な
ど
そ
の
年
に
よ
り
趣
向

を
変
え
て
開
催
し
て
い
る
。

　
夏
の
七
夕
茶
会
は
、
能
舞

台
「
石
橋
の
間
」
で
開
催
。

軽
装
で
気
軽
に
参
加
で
き
る

茶
会
だ
。

　
敷
地
内
に
あ
る「
水
幸
庵
」

は
、
独
特
な
合
掌
造
り
茅
葺

屋
根
の
茶
室
。
９
月
の
「
お

月
見
茶
会
」
は
、
こ
の
水
幸

庵
で
開
催
。
夜
の
茶
会
で
、

ろ
う
そ
く
の
灯

り
で
静
か
に
流

れ
る
時
間
を
楽

し
む
。
水
幸
庵

で
薄
茶
、
能
舞

台「
石
橋
の
間
」

で
、
香
煎
茶
と

菓
子
を
用
意
。

点
心
会
場
は
切

り
絵
の
行
燈
や

照
明
の
ほ
か
、

蓑
や
ス
ス
キ
を

飾
り
つ
け
る
。

　
地
消
地
産
に

こ
だ
わ
っ
た
料

理
に
も
定
評
が
あ
る
。
部
屋

食
は
、
日
本
文
化
で
あ
る
旅

館
と
日
本
料
理
の
伝
統
を
大

切
に
、
季
節
を
先
取
り
し
た

「
走
り
」
の
食
材
を
中
心
と

し
た
献
立
と
な
っ
て
い
る
。

　
館
内
は
食
事
処
も
充
実
し

て
お
り
、
宿
泊
客
以
外
の
利

用
も
多
い
。
料
理
茶
屋
「
北

乃
寮
」
は
、
本
格
的
な
個
室

や
テ
ー
ブ
ル
、
囲
炉
裏
な
ど

趣
向
を
凝
ら
し

た
席
が
あ
る
。

昼
食
で
は
下
呂

の
ご
当
地
グ
ル

メ
Ｇ
ラ
ン
チ
認

定
「
飛
騨
牛
ひ

つ
ま
ぶ
し
膳
」

が
人
気
。
　

　
レ
ス
ト
ラ
ン

「
バ
ー
デ
ン
バ

ー
デ
ン
」で
は
、

飛
騨
牛
や
地
元

食
材
を
使
用
し

た
期
間
限
定
の

特
別
プ
ラ
ン
が

用
意
さ
れ
て
い
る
。

　
温
泉
は
、
３
カ
所
の
大
浴

場
で
湯
巡
り
が
楽
し
め
る
。

日
本
三
名
泉
で
あ
る
下
呂
温

泉
を
心
ゆ
く
ま
ま
に
堪
能
で

き
る
。
　

　
山
水
閣
の
内
風
呂
付
き
野

天
風
呂
、
飛
泉
閣
の
展
望
大

浴
場
、
臨
川
閣
で
は
１
２
０

平
方
㍍
の
檜
の
大
浴
場
と
、

そ
れ
ぞ
れ
趣
の
あ
る
浴
場
で

楽
し
め
る
。
飛
泉
閣
と
臨
川

閣
の
大
浴
場
は
、
男
女
共
風

呂
の
大
き
さ
は
同
じ
。
展
望

大
浴
場
は

時
間
利
用
で
き

る
の
も
嬉
し
い
。

　
山
水
閣
、
臨
川
閣
、
青
嵐

荘
は
全
室
、
温
泉
を
利
用
し

た
内
風
呂
が
楽
し
め
る
。
臨

川
閣
、
青
嵐
荘
の
浴
槽
は
高

野
槙
を
使
用
。
露
天
風
呂
付

き
客
室
も
あ
る
。

　
▽
水
明
館
は
岐
阜
県
下
呂

市
幸
田
１
２
６
８
。
☎
０
５

７
６（
２
５
）２
８
０
０
。h

ttp://www.suimeikan.co.jp/

創
業
１
３
０
０
年
余
の
老
舗

展望野天風呂「望渓の湯」

　
「
全
館
源
泉
掛
け
流
し
の

宿
　
西
山
温
泉
　
慶
雲
館
」

（
深
澤
雄
二
社
長
）
は
、
今

か
ら
お
よ
そ
１
３
０
０
年
前

の
西
暦
７
０
５
年
創
業
。
さ

ま
ざ
ま
な
部
門
の
世
界
一
を

記
録
し
た
「
ギ
ネ
ス
・
ワ
ー

ル
ド
・
レ
コ
ー
ズ
」
に
、

「
世
界
で
最
も
歴
史
あ
る
旅

館
」
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い

る
。
現
在
の
当
主
、
深
澤
さ

ん
は

代
目
。
歴
史
の
重
み

を
感
じ
さ
せ
る
宿
だ
。

　
温
泉
は
こ
の
地
に
流
浪
し

て
き
た
都
人
の
藤
原
真
人
が

狩
猟
の
途
中
に
偶
然
発
見
。

以
来
、
現
在
ま
で
枯
れ
る
こ

と
な
く
湧
き
続
け
、
武
田
信

玄
、
徳
川
家
康
な
ど
多
く
の

名
将
、
文
人
が
こ
の
地
を
訪

れ
、
湯
に
入
っ
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
。

　
自
然
湧
出
の
源
泉
を
４
本

持
ち
、
泉
質
は
含
塩
化
土
類

芒
硝
泉
（
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
カ

ル
シ
ウ
ム
、
硝

酸
塩
、塩
化
物
）。

日
本
列
島
を
横

断
す
る
フ
ォ
ッ

サ
マ
グ
ナ
の
大

地
の
裂
け
目
か

ら
長
年
に
わ
た

り
涵
養
さ
れ
て

湧
出
し
て
く
る

名
湯
だ
。

　
２
０
０
６
年

に
は
開
湯
１
３

０
０
年
の
ア
ニ

バ
ー
サ
リ
ー
事

業
と
し
て
、
宿

の
す
ぐ
隣
で
温

泉
掘
削
を
し
た
と
こ
ろ
、
泉

温

度
、
日
本
随
一
と
い
う

毎
分
１
６
０
０
㍑
以
上
の
自

噴
泉
を
掘
り
当
て
た
。

　
合
計
毎
分
２
千
㍑
以
上
の

源
泉
を
、
展
望
大
浴
場
、
野

天
風
呂
な
ど
６
種
類
の
浴
場

ほ
か
、
客
室
風
呂
、
給
湯
、

シ
ャ
ワ
ー
で
使
用
。
い
ず
れ

も
加
温
、
加
水
を
せ
ず
に
使

っ
て
い
る
。
た
だ
、
限
り
あ

る
自
然
の
恵
み
を
無
駄
遣
い

す
る
こ
と
な
く
、
使
用
湯
量

は
湧
出
量
の
４
分
の
１
程
度

に
と
ど
め
て
い
る
。

　
温
泉
施
設
は
同
館
の
顔
と

い
え
る
野
天
風
呂
「
望
渓
の

湯
」
「
白
鳳
の
湯
」
と
最
上

階
の
展
望
風
呂「
桧
香
の
湯
」

「
石
風
の
湯
」
。
ほ
か
に
、

二
つ
の
貸
し
切
り
露
天
風
呂

が
あ
る
。

　
料
理
は
山
里
の
恵
み
を
生

か
し
た
体
に
優
し
い
会
席
。

山
と
川
の
幸
を
ふ
ん
だ
ん
に

使
い
、
海
の
も
の
は
一
切
使

っ
て
い
な
い
。
料
理
長
の
佐

藤
眞
司
さ
ん
は
平
成

年
３

月
、
第

回
全
日
本
日
本
料

理
コ
ン
ク
ー
ル
郷
土
料
理
部

門
で
国
土
交
通
大
臣
賞
を
受

賞
し
た
腕
前
。
至
高
の
逸
品

を
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　
▽
慶
雲
館
は
山
梨
県
南
巨

摩
郡
早
川
町
西
山
温
泉
。
☎

０
５
５
６
（
４
８
）
２
１
１

１
。http://www.keiunkan.c

o.jp/

極
楽
湯

大
浴
場
「
長
寿
の
湯
」

　
標
高
１
８
０
０
㍍
に
湧
出

す
る
「
星
と
お
友
達
に
な
れ

る
名
泉
」
。
万
座
温
泉
日
進

舘
（
大
野
克
美
社
長
）
の
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
だ
。

　
上
信
越
高
原
国
立
公
園
に

位
置
す
る
万
座
温
泉
は
、
１

日
６
万
㌔
㍑
と
い
う
豊
富
な

湯
量
を
誇
り
、

種
の
源
泉

は
万
病
に
効
く
と
い
わ
れ

る
。
「
昔
か
ら
、
万
座
に
行

け
ば
体
が
よ
く
な
る
と
い
う

信
仰
が
あ
り
、
全
国
か
ら
多

く
の
お
客
さ
ま
が
訪
れ
て
い

る
。
長
寿
の
温
泉
郷
と
し
て

有
名
」と
同
館
の
大
野
社
長
。

「
糖
尿
病
が
治
る
奇
跡
の
温

泉
・
万
座
」
と
の
テ
ー
マ
で

テ
レ
ビ
番
組
も
放
映
さ
れ
、

話
題
に
な
っ
た
。

　
８
種
類
の
天
然
温
泉
風
呂

を
用
意
し
て
い
る
。
館
内
に

い
な
が
ら
に
し

て
湯
巡
り
が
楽

し
め
る
と
評
判

だ
。

　
木
の
趣
あ
る

六
つ
の
浴
槽
が

あ
る
。「
姥
湯
」

は
皮
膚
病
、
リ

ウ
マ
チ
、
神
経

痛
、
外
傷
の
後

遺
症
な
ど
に
効

く
と
い
わ
れ

る
。「
さ
ゝ
湯
」

は
こ
れ
に
笹
の

葉
を
入
れ
た
も

の
で
、
笹
の
持
つ
血
液
浄
化

作
用
、
細
胞
活
性
化
作
用
が

期
待
で
き
る
。

　
「
姥
苦
湯
」
は
万
座
最
古

の
温
泉
の
王
様
と
言
わ
れ
る

湯
。
難
病
を
治
し
た
人
も
数

多
く
、
福
田
元
首
相
も
こ
の

湯
の
フ
ァ
ン
だ
っ
た
と
か
。

　
展
望
露
天
風
呂
「
極
楽
の

湯
」
は
万
座
で
最
も
景
色
の

よ
い
温
泉
と
言
わ
れ
る
。
朝

早
く
起
き
て
日

の
出
を
見
な
が

ら
入
れ
ば
気
分

は
爽
快
。
神
経

性
ス
ト
レ
ス
の

解
消
に
効
果
を

発
揮
し
そ
う

だ
。

　
同
館
の
健
康

志
向
は
料
理
に

も
。
夕
食
は
２

０
０
８
年

月

か
ら
バ
イ
キ
ン

グ
と
な
り
、
長

生
き
の
元
と
い

わ
れ
る
食
材
（
豆
、
ゴ
マ
、

わ
か
め
、
野
菜
、
魚
、
シ
イ

タ
ケ
、
芋
）
を
多
用
。
そ
れ

ぞ
れ
の
頭
文
字
を
取
っ
た

「
ま
ご
わ
や
さ
し
い
コ
ー
ナ

ー
」
も
あ
り
、
た
い
へ
ん
好

評
だ
。

　
館
内
で
は
毎
夜
８
時
か

ら
、
プ
ロ
の
歌
手
に
よ
る
歌

と
ト
ー
ク
の
シ
ョ
ー
を
開

催
。
出
演
す
る
泉
堅
（
い
ず

み
・
け
ん
）
さ
ん
は
同
ホ
テ

ル
の
オ
ー
ナ
ー
で
も
あ
る
。

　
天
然
温
泉
と
抜
群
の
自
然

環
境
、
健
康
志
向
の
料
理
、

楽
し
い
歌
と
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

で
、
旅
人
の
寿
命
も

年
は

伸
び
る
か
も
。

　
２
０
０
８
年
１
月
に
は
新

館
「
湯
房
」
が
オ
ー
プ
ン
。

設
備
が
さ
ら
に
充
実
し
た
。

　
▽
万
座
温
泉
日
進
舘
は
群

馬
県
吾
妻
郡
嬬
恋
村
万
座
温

泉
。
☎
０
２
７
９
（
９
７
）

３
１
３
１
。http://www.man

za.co.jp/

お
湯
処「
川
の
瀬
」露
天
風
呂

　
鵜
飼
で
有
名
な
岐
阜
長
良

川
温
泉
。
十
八
楼
（
伊
藤
善

男
社
長
）
は
長
良
川
の
河
畔

に
建
ち
、
鵜
飼
と
温
泉
を
楽

し
む
宿
泊
客
で
に
ぎ
わ
い
を

見
せ
て
い
る
。

　
創
業
は
江
戸
時
代
末
期
の

万
延
元
年
（
１
８
６
０
）
。

屋
号
は
松
尾
芭
蕉
が
岐
阜
来

遊
時
に
夏
の
鵜
飼
の
様
子
を

詠
ん
だ
「
十
八
楼
の
記
」
に

ち
な
ん
で
い
る
。
１
５
５
年

と
い
う
長
い
伝
統
を
誇
る
老

舗
旅
館
で
、
伊
藤
善
男
社
長

は
８
代
目
に
当
た
る
。

　
十
八
楼
は
、
老
舗
の
伝
統

を
守
り
つ
つ
、
新
た
な
時
代

を
迎
え
る
に
当
た
り
、
創
業

１
５
０
年
記
念
事
業
の
一
環

と
し
て
２
０
１
２
年
、
旧
家

の
蔵
を
再
利
用
し
た
「
蔵
の

湯
」
を
オ
ー
プ

ン
。
２
０
１
３

年
５
月
に
は
、

蔵
の
湯
と
露
天

風
呂
、
展
望
内

風
呂
を
備
え
た

『
お
湯
処
「
川

の
瀬
」
』
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ

ー
プ
ン
し
た
。

　
２
０
１
０
年

か
ら
宿
泊
客
限

定
で
毎
日
開
催

し
て
い
る
「
川

原
町
散
策
ミ
ニ

ツ
ア
ー
」
は
、
宿
周
辺
の
古

い
町
並
み
と
相
ま
っ
て
、
束

の
間
の
タ
イ
ム
ト
リ
ッ
プ
を

味
わ
え
る
。

　
▽
十
八
楼
は
岐
阜
県
岐
阜

市
湊
町

。☎
０
５
８（
２
６

５
）１
５
５
１
。http://www.

18rou.com/

眺
望
抜
群
の
壺
風
呂

　
ひ
だ
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
（
井

ノ
下
雄
志
社
長
）
は
ミ
シ
ュ

ラ
ン
ガ
イ
ド
３
つ
星
に
輝
い

た
観
光
地
・
飛
騨
高
山
の
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
ホ
テ
ル
と
い
え

る
。
古
い
街
並
み
や
高
山
陣

屋
な
ど
の
主
要
ス
ポ
ッ
ト
に

も
近
く
、
観
光
に
す
こ
ぶ
る

便
利
だ
。

　
源
泉
「
飛
天
の
湯
」
は
市

街
地
の
中
で
は
豊
富
な
湯
量

を
誇
る
。
ナ
ト
リ
ウ
ム
塩
化

物
泉
は
〝
美
人
の
湯
〟
と
し

て
、
特
に
女
性
客
に
喜
ば
れ

て
い
る
。

　
喜
多
館
９
階
に
は
飛
騨
の

山
並
み
を
一
望
で
き
る
展
望

風
呂
、
露
天
風
呂
が
あ
る
。

さ
ら
に
屋
上
に
は
開
放
的
な

ジ
ャ
グ
ジ
ー
風
呂
、
壺
風
呂

（
陶
器
風
呂
）
も
。
壺
風
呂

は
天
然
温
泉
を

ゆ
っ
た
り
と
独

り
占
め
で
き
る

と
あ
っ
て
、
宿

泊
客
に
人
気

だ
。
「
特
に
冬

の
澄
み
切
っ
た

夜
空
で
輝
く
星

空
は
至
極
の
夜

空
」
と
い
い
、

贅
沢
な
気
分
に

さ
せ
て
く
れ

る
。

　
東
館
地
下
１

階
は
畳
敷
き
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
で
、
飛

騨
の
お
も
て
な
し
の
な
せ
る

心
遣
い
だ
。

　
▽
ひ
だ
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
は

岐
阜
県
高
山
市
花
岡
町
２
の


。
☎
０
５
７
７
（
３
３
）

４
６
０
０
。http://www.hida

-hotelplaza.co.jp/

庭
園
大
露
天
風
呂

　
創
業

周
年
を
迎
え
た
金

太
郎
温
泉（
木
下
荘
司
社
長
）

は
、
「
お
肌
よ
ろ
こ
ぶ
濁
り

湯
の
宿
」と
銘
打
っ
て
い
る
。

珍
し
い
泉
質
、
源
泉
掛
け
流

し
の
豊
富
な
湯
量
、
美
肌
の

効
能
な
ど
が
評
判
だ
。

　
大
浴
場
「
壁
画
大
浴
殿
」

は
３
０
０
坪
で
、
文
化
勲
章

受
章
者
、
浅
蔵
五
十
吉
氏
の

陶
板
作
品
を
浴
室
一
面
に
配

置
。
「
カ
ル
ナ
の
館
」
内
の

「
立
山
連
峰
パ
ノ
ラ
マ
大
浴

殿
」と「
庭
園
大
露
天
風
呂
」

は
合
計
８
０
０
坪
に
及
び
、

銘
石
を
使
っ
て
浴
場
内
に
立

山
連
峰
を
再
現
し
て
い
る
。

　
屋
号
は
、
創
業
者
、
石
黒

七
平
氏
が
「
（
人
々
が
）
金

太
郎
の
よ
う
に
全
身
に
力
が

あ
ふ
れ
、
元
気

い
っ
ぱ
い
に
、

健
康
に
な
る
よ

う
に
」
と
名
付

け
た
。
客
室
数

は

室
。

　
７
月
に
大
宴

会
場
の
一
つ
を

和
モ
ダ
ン
に
改

装
。
約
３
０
０

席
の
テ
ー
ブ
ル

で
の
利
用
も
可

能
に
な
っ
た
。

　
料
理
は
日
本

海
の
旬
の
幸
、

ホ
タ
ル
イ
カ
、

ズ
ワ
イ
ガ
ニ
、
ブ
リ
な
ど
が

う
ま
い
。

　
▽
金
太
郎
温
泉
は
富
山
県

魚
津
市
天
神
野
新
６
０
０

０
。
☎
０
７
６
５
（
２
４
）

１
２
２
０
。http://www.kint

arouonsen.co.jp/

味
に
も
器
に
も
こ
だ
わ
っ
た

「
匠
の
膳
」

　
富
山
県
宇
奈
月
温
泉
の
延

楽
（
濱
田
政
利
社
長
）
は
、

旅
館
料
理
の
枠
を
超
え
た
こ

だ
わ
り
の
味
を
追
求
し
て
い

る
。
生
地
港
か
ら
毎
朝
仕
入

れ
る
魚
介
、
地
元
の
米
や
野

菜
を
使
い
、
受
け
継
が
れ
て

き
た
伝
統
の
調
理
技
術
で
宿

泊
客
を
う
な
ら
せ
て
い
る
。

　
料
理
の
コ
ー
ス
は
、
海
、

山
の
幸
を
特
注
の
器
で
堪
能

で
き
る
「
匠
の
膳
」
を
は
じ

め
、
季
節
感
あ
ふ
れ
る
逸
品

が
並
ぶ
「
雅
の
膳
」
「
黒
部

旬
彩
膳
」
「
黒
部
せ
せ
ら
ぎ

膳
」な
ど
を
用
意
し
て
い
る
。

　
秋
、冬
は
ベ
ニ
ズ
ワ
イ
ガ

ニ
、ホ
ン
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
が
膳

を
彩
る
。旬
の
魚
も
そ
れ
ぞ

れ
に
う
ま
い
。白
身
魚
の
刺

身
に
は
伝
統
的
な
調
味
料

「
煎
り
酒
」を
つ

け
だ
れ
に
。こ

の
煎
り
酒
が
評

判
で
、瓶
詰
め

に
し
た
商
品
が

館
内
で
販
売
さ

れ
て
い
る
。米

は
地
元
の
契
約

農
家
か
ら
コ
シ

ヒ
カ
リ
を
仕
入

れ
て
い
る
。

　
上
質
な
料
理

を
楽
し
む
と
と

も
に
、
黒
部
渓

谷
を
望
む
露
天

風
呂
に
浸
か
れ
ば
至
福
の
ひ

と
時
が
過
ご
せ
る
。

　
▽
延
楽
は
富
山
県
黒
部
市

宇
奈
月
温
泉
３
４
７
の
１
。

☎
０
７
６
５
（
６
２
）
１
２

１
１
。http://www.enraku.c

om/

能
登
渚
亭
の
加
賀
友
禅
の
吹
き
抜
け

「
四
季
の
花
」

雪
月
花
の
特
選
階
客
室
、
左
奥
が

ダ
イ
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

　
石
川
県
・
和
倉
温
泉
の
加

賀
屋
（
小
田
與
之
彦
社
長
）

は
明
治

年
創
業
。
屋
号
に

は
創
業
者
の
小
田
與
吉
郎
氏

が
加
賀
・
津
幡
の
出
身
で
あ

る
こ
と
と
、
天
下
に
響
く
雄

藩
加
賀
百
万
石
の
よ
う
に
、

大
き
く
飛
躍
し
た
い
と
の
願

い
を
込
め
て
い
る
。

　
加
賀
屋
の
お
も
て
な
し
の

心
は
、「
い
つ
も
お
客
さ
ま
の

満
足
を
第
一
に
考
え
、働
い

た
」と
い
う
先
代
女
将
の
小

田
孝
さ
ん（
故
人
）の
精
神
か

ら
生
ま
れ
た
。小
さ
な
気
配

り
、心
配
り
を
基
本
に
し
た

客
室
係
の
サ
ー
ビ
ス
。今
は

ど
こ
で
も
見
ら
れ
る
習
慣
、

女
将
た
ち
に
よ
る
あ
い
さ
つ

ま
わ
り
は
、こ
こ
加
賀
屋
で

始
ま
っ
た
と
言

わ
れ
る
。「
小
田

孝
は
お
客
さ
ま

に
は『
で
き
ま

せ
ん
』と
は
言

わ
な
い
よ
う
に

し
て
、一
人
一

人
の
お
客
さ
ま

と
真
剣
勝
負
を

す
る
つ
も
り

で
、サ
ー
ビ
ス

に
あ
た
っ
た
」

（
同
館
）。

　
そ
の
心
は
今

も
受
け
継
が

れ
、
お
も
て
な
し
を
高
め
る

た
め
の
新
た
な
取
り
組
み
の

追
求
に
も
余
念
が
な
い
。

　
４
月
に
は
加
賀
屋
の
四
つ

の
棟
の
う
ち
、
「
雪
月
花
」

に
特
選
階
（

～

階
）
を

改
装
オ
ー
プ
ン
。
部
屋
食
の

サ
ー
ビ
ス
に
こ
だ
わ
り
、
窓

際
に
ダ
イ
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を

設
置
し
食
事
ス

ペ
ー
ス
を
分
離

さ
せ
た
の
が
こ

の
部
屋
の
特
徴

だ
。
純
和
風
の

空
間
に
マ
ッ
チ

す
る
輪
島
塗
の

ダ
イ
ニ
ン
グ
テ

ー
ブ
ル
で
、
地

元
食
材
や
郷
土

料
理
を
ゆ
っ
く

り
と
堪
能
で
き

る
。

　
全
室
に
ツ
イ

ン
ベ
ッ
ド
を
置

き
、
寝
具
に
は

自
然
な
寝
返
り

で
熟
睡
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
高

反
発
マ
ッ
ト
レ
ス
パ
ッ
ド
を

採
用
。
フ
ェ
イ
シ
ャ
ル
マ
ス

ク
や
ボ
デ
ィ
ミ
ル
ク
な
ど
を

そ
ろ
え
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
も
充

実
し
て
い
る
。

　
加
賀
屋
の
館
内
に
は
輪
島

塗
や
九
谷
焼
、
加
賀
友
禅
な

ど
地
元
・
石
川
の
伝
統
工
芸

品
が
溶
け
込
ん
で
い
る
。
湯

番
頭
の
案
内
で
、
そ
れ
ら
の

造
作
を
巡
る
「
館
内
は
美
術

館
ツ
ア
ー
」
が
宿
泊
客
に
好

評
だ
。

　
料
金
は
無
料
。
開
催
は
毎

日
の
午
後
４
時
か
ら
と
午
後

５
時
か
ら
で
、
案
内
時
間
は

約

分
。
展
示
品
は
写
真
撮

影
が
可
能
な
の
で
、
加
賀
屋

宿
泊
の
記
念
に
残
せ
る
。

　
▽
加
賀
屋
は
石
川
県
七
尾

市
和
倉
町
ヨ
部

番
地
。
☎

０
７
６
７
（
６
２
）
１
１
１

１
。http://www.kagaya.co.j

p/

http://www.18rou.com/
http://www.manza.co.jp/
http://www.hida-hotelplaza.co.jp/
http://www.keiunkan.co.jp/
http://www.kintarouonsen.co.jp/
http://www.suimeikan.co.jp/
http://www.enraku.com/
http://www.kagaya.co.jp/

